
三菱重工グループ生物多様性宣言 

 

三菱重工グループは、当社グループの事業活動が生物多様性や自然資本から生み出されるさま

ざまな恩恵に依存していることや、それらに影響を及ぼす可能性があることを自覚した上で、

2050 年までに自然共生社会を実現することを目指し、以下に取り組むことを宣言します。 

 

１. 当社グループの事業活動が生物多様性や自然資本にどのように依存しているか、また、どの

ような影響を与えているかを把握します。 

 

２. 製品の研究開発、設計、原材料の調達、製造、輸送、使用、サービス、廃棄に至る事業活動

の全ての領域で、生物多様性や自然資本への負の影響の低減に努めます。 

 

３. 生物多様性の損失と気候変動が相互に密接に関連することを認識し、生物多様性の損失を気

候変動と同様に経営の最重要課題の一つとして位置づけます。 

 

４. 生物多様性や自然資本の保全に資する社会貢献活動に取り組み、地域の創生や自然の回復を

促します。 

 

５. 生物多様性や自然資本への取り組みをより効果的なものにするために、様々なステークホル

ダーと連携・協働し、知見を共有します。 

 

６. 環境教育を通じて、全グループ員の生物多様性や自然資本に対する意識の向上を図ります。 
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